
　2016 年２月 10 日（水）夜 20 時より「第
四回暁まいり福男福女競走」を開催いた
しました。まずは、冬季開催にも関わら
ず例年以上に参加して頂きました、参加
者の皆様、そして、年末の多忙の中にも
関わらず本事業にご協賛頂いた核企業様、
団体、個人の皆様に改めて厚く感謝申し
上げます。
　歳時記魂交流委員会では、福島の歴史
の中で過去最大であったコミニュティ - の
一つ「暁まいり」の再興、そして、市民
の皆様から忘れ去られようとする伝統文
化を甦えさせるべく。福島市の真ん中に
そびえ立つ貴重な地域資源「信夫山」と 300 年の
歴史ある「暁まいり」を活用し地域の皆様への健
全な発展に役に立つ事業と考え事業を開催いたし
ました。
　去年と同じく夜開
催を選び「暁まいり」
の時間に合わせる事
で参加者、応援者の
方々に体感して頂き、
更に、ふるまいやイ
ルミネーションを楽
しんでいただく様に
変化をさせました。
参加者は、過去最高の 365 人の参加でありました。
これも、同じ志を持ったメンバーが継続した結晶
であると確信しました。
　当日は、各放送局が駆けつけＴＶに取り上げて
頂きました。着々と事業の知名度が上がりアン
ケートでは「来年も開催してください」「信夫山
に必要な事業です。」など参加者の皆様から激励
の言葉を頂きました。懸念された怪我や事故もな
く無事に終了し「ホット」しております。

　本事業を実施させて頂き、改めて思うことは冒
頭で御礼させていただいた方々も含め、格別には
委員会皆様への感謝があります。次年度、予定者
の段階から年末年始の忙しい中、仕事、家族があ
るにも関わらず事業、故郷、そして青年会議所の
為に共に運動をして頂きました事を誇りに思って
おります。そして、メンバーの方々ありがとうご
ざいました。
　今後、私たちの事業が足風となり他の委員会の
運動が成功するようにご協力すると共に、福島青
年会議所が市民にとって更に必要とされる様に運
動に取り組みたいです。
今後ともよろしくお願いいたします。

第４回暁まいり福男福女競走
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▲福島青年会議所 高橋理事長と福男福女の皆さん



　平成28年２月 23 日、ホテル辰巳屋において、
社会福祉法人福島市社会福祉協議会と公益社団法
人福島青年会議所が「災害時支援相互協力協定」
を締結致しました。福島市社会福祉協議会からは、
金子会長を始めとする４名の方と福島青年会議所
メンバーが締結式に出席を致しました。
　福島市は吾妻山や阿武隈川、荒川などの豊かな
自然を擁しており、いつ起こるとも知れない自然
災害に対して備えが必要です。東日本大震災にお
いて、福島青年会議所は各々の会員の強みを活か
して、支援物資の調達や運搬について独自に展開
しました。しかしながら、被災者のニーズの把握
等において非常に苦労をしました。私たちは物資
の調達能力や運搬能力は有しておりましたが、ど
こで誰が何を必要としているかがわからなかった
のです。福島青年会議所の能力を最大限活かすた
めにも、被災者ニーズ把握に
長けた社会福祉協議会と連携
することによって、お互いの
長所を更に高めることができ
ると考えました。また、福島
市社会福祉協議会も、災害時
には福島青年会議所の力が必
要であると理解していただき
ました。そこで、この度、両
者の間に協定を締結する運び
となりました。
　協定締結式においては、福
島市社会福祉協議会金子会長
並びに福島青年会議所高橋理
事長より挨拶があり、協定締

結の意義、福島市社
会福祉協議会の活
動について説明が
なされました。ま
た、ＮＨＫや福島民
報新聞、福島民友新
聞の取材も入り、福
島市民の皆様にも
報道を通して本協
定締結について広
く知っていただく
ことができました。
　今後は福島市社
会福祉協議会と福
島青年会議所が連
携を図り、平時には
会議や防災訓練を
通じて連携の強化
に努め、災害時には
その能力を存分に発揮できるように備えてまいり
ます。
　災害は起こらないことが一番ですが、いつの日
か必ず起こるものです。その備えを万全としてお
くべく、福島青年会議所は最大限の努力を行って
まいります。今後とも市民の皆様のご理解とご協
力をよろしくお願い致します。

災害時支援相互協力協定締結式

▲（左）福島青年会議所 高橋理事長と福島市社会福祉協議会 金子会長



　本年も５月 15 日（日）に第４回目となる「信
夫山パークランニングレース」を開催致します。
「パークランニングレース」とは、日常的に楽し
く街なかを走る「シティランニング」と緑や土の
匂いを感じながら自然の中を走る「トレイルラン
ニング」のいいとこ取りをした新しいランニング
スタイルを楽しめるレースです。そして、福島市
の中央に位置する信夫山は、シティ、トレイルが
合わさったパークランニングレースの格好のス
ポットとなります。
　４回目となる今回も、10 ｋｍ男女、５ｋｍ男女、
３ｋｍ男女、３ｋｍペアの７コースを設定してお
り、記録に挑戦するもよし、家族や仲間と楽しむ
もよし、自然を見ながらゆっくり走るもよしの参
加者一人ひとりが自分なりの楽しみ方で満足でき
る大会となっております。また、福島市のシンボ
ルである信夫山の魅力を県内外の方に知ってもら
い、観光資源として認知向上に繋がればと考えて
おります。
　それから、レースを行うだけではなく、今回も
食ブースを出展予定であり、前回大会に引き続き、
桜の聖母女子短期大学の栄養士の卵たちと地元企
業のコラボにより誕生した「アスリート弁当」や、
地元企業とタレの開発から作り上げた「福島豚み
そ生姜焼重」、また、福島市では誰もが知る地元
料理「イカ人参」など数多くの料理を出展し、福
島の魅力を存分に発信していきたいと思っており
ます。こちらの食ブースに関してはレース参加者
のみならず、一般来場者の方も飲食が可能となっ
ておりますので、たくさんの方に大会の雰囲気を
味わいながら食を堪能して頂きたいです。※ご飲
食は有料となっております。
　またパークランニングレースでは「Pink Park 
Project」として、太子堂公園内に桜の木の植樹を
専門家の指導のもと毎年行っております。今年は

桜だけではなく
ツツジの植樹も
予定しており、
季節に合わせた
楽しみ方が今後
一層増えるので
はないかと考え
ております。信

夫山に自分たちで植樹をすることにより、少しず
つ成長し、花を咲かせる木々達を毎年見て頂くの
も信夫山を訪れる楽しみの一つになるのではない
でしょうか。
福島市は豊かな自然と都市が共存する美しいまち
であり、そこには先人達が築きあげてきた文化や
伝統が息づいております。福島市民が地域を愛し、
誇りに思える福島を実現するため、この事業を行
います。
　パークランニングレースはもちろん、それ以外
にも福島市の伝統や信夫山の魅力、または美味し
い食事など、一人ひとりが違う発見ができる大会
ともなっております。
　最後に、今回の大会を通じてたくさんの方にご
来場頂き、福島青年会議所の運動が皆様に伝われ
ば幸いです。とても楽しい大会となっております
ので会員一同お待ち致しております。

己を律し、仲間を信じ、相手を認め感謝を忘れるな。

常に自らが先頭に立ち、汗をかくことを忘れるべからず。

誇りに溢れるまち福島の実現に向けて。

信夫山パークランニングレース
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